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１日 2020年度法人企業統計、前年度比経常利益12.0％減

2020年度の法人企業統計調査では、全産業（除く金融業、

保険業）の経常利益は前年度比12.0％減の62兆8,538億

円。なかでも運輸業、郵便業は同▲124.8％の大幅減少。

１日 財務省、新１万円札印刷開始

財務省は国立印刷局東京工場で、2024年度上半期を目途に発行

される新１万円札の印刷を開始。新１万円札の肖像には３Ｄ画

像が回転したようにみえるホログラム技術を世界で初めて採用。

１日 デジタル庁発足、職員３割が民間出身者

誰一人取り残さないデジタル社会の実現のためのデジタル

庁が発足。デジタル社会に必要な共通機能の整備や普及など

に取り組む。職員の３割が民間出身者で官民挙げての船出。

７日 ７月家計調査、消費支出１世帯当たり26万7,710円

７月の家計調査では、１世帯当たりの消費支出（２人以

上の世帯）は26万7,710円。物価変動を除いた実質では

前年同月比0.7％増と２カ月ぶりに増加に転じた。

７日 ７月景気動向一致指数、２カ月ぶりに低下

７月の景気動向一致指数（速報値、2015年＝100）は前月

比▲0.1Ｐの94.5と２カ月ぶりに低下。一致指数算出８

指標のうち、生産指数（鉱工業）など５指標がマイナス。

８日 ８月景気ウォッチャー調査、景気の現状判断指数低下

８月の景気ウォッチャー調査では、景気の現状判断指数

（DI、季節調整値）は前月比13.7Ｐ低下の34.7。家計動向関

連、企業動向関連、雇用関連の全ての指数が前月比低下。

８日 ７月国際収支状況、経常収支黒字幅拡大

７月の国際収支状況（速報）では、海外とのモノやサービス、投資

の取引状況を示す経常収支は１兆9,108億円。前年同月比3,756

億円のプラスと黒字幅が拡大。貿易収支の黒字幅拡大が寄与。

８日 ８月全国企業倒産件数、前年同月比30.1％減

㈱東京商工リサーチによると、８月の全国企業倒産件数（負

債額1,000万円以上）は前年同月比30.1％減の466件。８月

の新型コロナウイルス関連倒産は同49.3％増の121件。

16日 ８月貿易統計、貿易収支３カ月ぶりの赤字

８月の貿易統計（速報）では、輸出が前年同月比26.2％増の６兆

6,058億円、輸入が同44.7％増の７兆2,411億円。輸出から輸入

を差し引いた貿易収支は３カ月ぶりの赤字で▲6,354億円。

16日 ９月月例経済報告、景気の判断下方修正

９月の月例経済報告では、景気の基調判断は「持ち直しの動きが

続いているものの、このところそのテンポが弱まっている」と４

カ月ぶりに判断を引き下げた。個人消費の長期低迷などが要因。

１日 県商工会連合会、ＤＸ推進課新設

県商工会連合会はデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）

への取り組みを加速させるため、「ＤＸ推進課」を新設。会員事

業者の電子商取引サイト構築や事務の効率化を支援する。

１日 椎葉村、給付型商品券を発行

椎葉村は全村民（2021年８月５日椎葉村に住民登録がある人）を対象に、

村内取扱店で使用できる「しいば復活応援商品券 TSUKO-TE（つこー

て）」の１人当たり２万円での給付を開始。使用期限は2022年４月31日。

２日 日南市富土漁港、伊勢えび漁解禁で今季初の水揚げ

９月１日に伊勢えび漁が解禁され、２日の日南市富土漁港

での今季初水揚げは95.4㎏。日南市では日南市漁協と南郷

漁協が漁を行い、１㎏当たり6,000円前後の取引を見込む。

３日 椎葉村、国道327号「尾平トンネル」開通

椎葉村の国道327号「尾平トンネル（約1.8km）」が開通。整備区間

の尾平橋から石原トンネル手前までの区間は道路幅員が狭く線形

も悪い危険箇所。開通により地域の連携や産業振興が期待される。

13日 都農町、ゼロカーボンタウン宣言を表明

都農町は2050年までに二酸化炭素排出実質ゼロを目指す「都農町ゼロ

カーボンタウン宣言」を表明。県内町村では初。再生可能エネルギーに

よる電力の地産地消の仕組みづくりなど「７本の柱」に取り組む。

17日 ＪＲ九州と宮崎交通、地域交通サービスで連携

ＪＲ九州㈱（福岡市）と宮崎交通㈱は、県内地域輸送サービスにお

ける連携に関する覚書を締結。まずは日豊本線高鍋駅における列

車とバスを乗り継ぐ顧客への利便性向上と利用促進に取り組む。

21日 高原町、無料レンタサイクル「天走交輪」事業開始

高原町と同町観光協会は、無料で自転車を貸し出すレンタサイク

ル事業を開始。観光振興や公共交通の補完などを目的に、JR吉

都線高原駅など町内４カ所のレンタルスポットに計15台を設置。

24日 日南市、日向市、えびの市、博多大丸と観光ＰＲで連携

㈱博多大丸（福岡市）は、同社が展開する地域発信プロジェクト

「九州探検隊」のアンバサダーとして、９月22日に日南市と日向

市、同月24日にえびの市を認定。同社は特産品や観光をＰＲする。

28日 宮崎空港に店舗来店型ＰＣＲ検査センター開設

県と㈱木下グループ（東京都）は、宮崎空港に店舗来店型の

「宮崎県・木下グループＰＣＲ検査センター宮崎空港店」を開設。

唾液によるＰＣＲ検査で専用WEBサイトからの完全予約制。

30日 緊急事態宣言、まん延防止等重点措置解除

県は国の緊急事態宣言とまん延防止等重点措置の全面解

除を受け、県独自の緊急事態宣言を終了。10月１日以降は

警報レベルを「感染拡大緊急警報（レベル３）」に移行する。
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